
「文字甚句」と「リズムダンス」を融合したキャリア教育プログラム（８時間）

指導計画

時間数 学習活動 授業目的 つけたい力・態度 授業内容

２時間

・オリエンテー
ション
・リズムダンス
の授業

・全８時間をかけて学習する。

目的を理解する。
・全身を使ってリズムに乗る
ことを学ぶ。

■リズムダンスの理解
■人の話を聞く
■チームワーク力

・ダンスインストラクターがリズムダンスの指導する。
・リズムダンスに込められた想いを汲み取る。
・ペア，チームで協力してダンスを完成させる。

２時間

・地域のこと，

文字甚句の学
習のまとめを
発表

・文字甚句の
踊りを学ぶ
・文字甚句と
リズムダンス
のミックスに
チャレンジ

・グループで調べた地域の
こと，文字甚句のことをまと
め，文字甚句の指導者に
発表する。

・文字甚句の踊りを学ぶ。

・文字甚句とリズムダンスの
ミックスにチャレンジする。

■人の話を聞く力
■自己表現力
■コミュニケーション力
■チームワーク力
■想像力
■地域社会に対する
誇りと愛情

・社会の時間に学習した地域のこと，文字甚句についてのま
とめを文字甚句の指導者へ発表する。
・文字甚句の指導者から文字甚句の踊りを学ぶ。
文字甚句の代表的な所作，くずしてはいけない動きについ
て指導を受ける。
・文字甚句とリズムダンスのミックスにチャレンジする。
グループに分かれ，文字甚句の指導者の方にもアドバイス
をしていただきながら，文字甚句とリズムダンスのミックスに
取り組む。

２時間

・文字甚句と
リズムダンス
をミックスした
創作ダンスの
ブラッシュア
ップ

・発表の練習

・文字甚句とリズムダンスを
ミックスした創作ダンスの
ブラッシュをグループごと
に行う。
・チーム名，ダンスのテーマ，
発表の際の気合いの言葉，
立ち位置をグループで決め
る。
・発表を観る際の応援の仕
方を学ぶ。

■人の話を聞く力
■役割分担の大切さの
理解

■自己表現力
■コミュニケーション力
■チームワーク力
■相手を認めること

・各グループでリーダーを中心に文字甚句とリズムダンスを
ミックスしたダンスのブラッシュアップを行う。
・チーム名，ダンスのテーマ，発表の際の気合いの言葉，立ち
位置をグループで相談して決める。
・発表を観る際の応援の仕方を学び，互いに賞賛し合うとこで
発表会自体も盛り上げることを学ぶ。

２時間

・文字甚句の
指導者へ創作
したダンスを
発表

・文字甚句の
歌詞の学習

・学習のまとめ

・発表のリハーサルをする。

・文字甚句の指導者へミック
スしたダンスをお披露目する。

・文字甚句の歌詞を理解し，

文字甚句についてさらに学び
を深める。
・歌詞の学習を通し，地域の
ことを学ぶ。
・学習のまとめをする。

■自己表現力
■チームワーク力
■コミュニケーション力
■人の話を聞く力
■お互いを認め合うこと

・グループごとに文字甚句とリズムダンスをミックスしたダンス
の発表のためのリハーサルをする。
・文字甚句の指導者へ創作したダンスを発表する。
・文字甚句の歌詞の学習を通し，地域のこと（歴史や風土）を
学ぶ。
・ワークシートに沿って学習のまとめをする。

-

・学習発表会にて発表する。■自己表現力
■チームワーク力
■コミュニケーション力

外部講師
（文字甚句の指導者，ダンスインストラクター）
による指導

外部講師（ダンスインストラクター）による指導

外部講師（ダンスインストラクター）による指導

外部講師
（文字甚句の指導者，ダンスインストラクター）
による指導

・学習発表会で発表する。

担任教諭による指導

学習発表会



①リズムダンスを学ぶ １日目

＜授業の概要＞

・リズムダンスの基礎となる，音楽に合わせて体を動かすことを体感します。
・リズムダンスの振付に込められた思いを学びます。
・ペア，グループで協力し合い学んだリズムダンスの振付を完成させます。

＜詳細＞

・本学習は，６年生と合同で実施しました。
・リズムダンスの基礎となるカウントや，音楽のリズムに合わせて体を動かすことを学習しました。また，ペアやグル
ープでタッチを入れた振付に取り組むことで，チームワーク力も養いました。
・リズムダンスの振付に込められた想いについても伝えました。

【活用教材など】

ワークシート，ダンス音源CD

リズムダンスの振付の解説 リズムダンス授業の振り返り

【授業の様子】

インストラクターによる指導の様子 みんなで声を出してポーズ 発表会の様子

【児童のワークシートへの記述内容紹介】

Q.リズムダンスの授業で心に残っていることを書きましょう。
また，リズムダンスの振付にはどんな思いが込められていましたか？

A.・ジャンプをしたりかけ声をかけたりして，チームワークが深まったと思います。
・振付ではみんなを楽しくするダンスだと分かりました。
・みんなで笑顔でダンスを踊って，まちがえてもいっぱいはげまし合って，すごく心に残りました。

Q.リズムダンスの授業で自分なりに工夫できたことや，うまくできたこと，チームで協力できたことを書きましょう。

A.・チームのみんなと協力して楽しくダンスをおどれたのでよかったです。
・覚えやすいように，声をだすのを工夫しました。
・私なりに工夫したところは，２つあります。１つ目は，かけ声の時に，「イェーイ」や「ヘイ」の時は，イェーイの時
はイェーイだからうれしそうな顔をしたり，ヘイの時は男の子みたいな“やんちゃ”っぽくしたとこです。２つ目は，
「ダンスはすごく楽しいんだよ」とおしえてあげるように笑顔で踊ったことです。

学習の流れ



②自分達で調べた地域のこと，文字甚句のことを文字甚句の指導者へ発表 ２日目

＜授業の概要＞

・社会の時間に学習した地域のこと，文字甚句についてのまとめたことを文字甚句の指導者（以下，菅原先生と
言う。）へ発表し，学んだことを再確認しました。

＜詳細＞

・授業を始める前に，再度，本キャリア教育プログラムの趣旨を説明をしました。
→前回は６年生との合同授業だったため。
・７月に社会の時間に学習した，文字地区のこと（現在の人口や伝統工芸の藍染について），文字地区の伝統
芸能である文字甚句について学習した(衣装等)のまとめを菅原先生に発表しました。
・グループごとの発表の中で，クイズを出題し合って学習内容の確認をしました。

【活用教材など】

社会の時間に児童がまとめた地域のことと文字甚句のまとめをワークシートにまとめました。

学習カード① 児童の発表資料① 児童の発表資料②

【総合学習発表会の様子】

菅原先生と一緒に学ぶ 発表の様子 クイズを出し合って学び合い
【文字甚句について】
１７００年代に秋田県で踊られていた秋田甚句が旧文字村に根付き，踊られるようになったのが文字甚句の起
源。（諸説あり）
農家の畑仕事のあとの余興など，農村の娯楽として踊り親しまれ，五穀豊穣のしるしに神前で踊られたり，様
々な祭り，盆踊りなどでも踊られていた旧文字村の伝統芸能。戦時中に三味線や太鼓などの伴奏者がいなくな
ったことなどから途絶えていた時期があったが，地域の文化を絶やしたくないと主婦を集め，県内のみならず隣
県を巡業して歩き，文字小学校(現在は鶯沢小学校と統合)の全校児童が運動会で踊りったり，旧栗駒町の祭り
である山車まつりで町内各地の婦人が一同に会し練り歩くようになった。
文字甚句に歌詞をつけ，踊りを体系立てて広めたのが菅原信一氏。

学習の流れ



学習の流れ

③文字甚句の踊りを学ぶ ２日目

＜授業の概要＞

・菅原先生より，文字甚句の踊りを学びました。

＜詳細＞

・文字甚句の踊りについては，学習発表会に向けて既に９月から練習を開始していましたので，引き続き指導
していただきました。また，文字甚句を踊る上で大切な，「栗駒山を表現する手の動き」，「月を描く手の動き」
をしっかりと指導していただきました。

【活用教材など】
文字甚句の音源CD，まめしぼり（てぬぐい）

【授業の様子】

菅原先生による文字甚句の指導

【児童のワークシートへの記述内容紹介】

Q.文字甚句の動きの中で心に残っている動きはどのような動きですか？

A.・お月さまを書いているところです。
・最後のポーズで月をあらわしているところです。
・遠くの山を指さす場面です。
・いちばんかっこいい所は，手を横へやって前におし出す所です。



④文字甚句とリズムダンスのミックスに取り組む ２日目

＜授業の概要＞

菅原先生にもアドバイスをいただきながら，文字甚句の所作をリズムダンスにミックスをしていく。

＜詳細＞

２グループに分け，グループのリーダを決め，リーダーを中心に振付シートを確認しながら，リズムダンスのどの
動きを文字甚句に入れ替えていくか，相談しながら決めていきました。
文字甚句の代表的な「栗駒山を表現する手の動き」，「月を描く手の動き」の所作を入れるようにしました。

【活用教材など】
ワークシート，ダンス音源CD

学習カード② 文字甚句の授業の振り返り
【授業の様子】

みんなでアレンジ 菅原先生とも相談しています 話し合い活動の様子

【児童のワークシートへの記述内容紹介】

Q.「リズムダンス」と「文字甚句」のミックスの学習を通して，自分なりに工夫できたことや，うまくできたこと，
チームで協力できたことを書きましょう。

A.・みんなで話し合ってできました。
・みんな，ちゃんと自分の意見を言ってくれたので，意見もすぐまとまって，ミックスするところがすぐきまりまし
た。
・文字甚句をとりいれておどる時，少しむずかしかったけど，協力しておどることができたのでよかったです。
・くり返しするなど，いろいろくふうできました。

学習の流れ



⑤学習発表会での発表を目指し，発表の練習をする ３日目

＜授業の概要＞

・文字甚句とリズムダンスをミックスしたダンスの完成度を高めるために練習を繰り返しました。
・チーム名，チームの掛け声，踊りのテーマをグループで相談しながらまとめました。
・発表の際に応援するチームの姿勢を学びました。

＜詳細＞

・リーダーを中心に，文字甚句とリズムダンスをミックスしたダンスの練習に励みました。
・文字甚句の所作を入れる直前に「せーの」という掛け声をリーダーが入れることで，チーム全員が文字甚句の
所作の動きに入りやすくなりました。また発表を見る人に対しても，リズムダンスのどの部分に文字甚句が入って
いるのかが伝わりやすくなりました。
・チーム名，チームの掛け声，踊りのテーマをグループで相談させて決めました。
・チーム名や掛け声，テーマ以外にも，振付で難しいところはないか，つまずいているところはないか，チーム内
で話合いをする時間を設けました。

・発表会の際，発表を見ているチームはしっかりとエールを送る，手拍子や拍手をすることを伝え，発表を応援す
るチームがあってこその発表だということを伝えました。
・発表チームも，発表の後はチーム内でハイタッチをしてお互いの頑張りを讃えるようにしました。

【活用教材など】

ワークシート，ダンス音源CD

リズムダンスと文字甚句の 学習カード③

ミックス授業の振り返り

【授業の様子】

チームごとに発表し、お互いの演技を見合いました

学習の流れ



⑥文字甚句の指導者の方に，ミックスしたオリジナルダンスを発表 ４日目

＜授業の概要＞

・文字甚句とリズムダンスをミックスしたオリジナルダンスを菅原先生にお披露目しました。

＜詳細＞

・１校時目（４５分間）にチームで創作したオリジナルダンスと，学習発表会で発表予定の５年生全員で踊るダンス
の２種類のダンスの練習をしました。

・２校時目に菅原先生に発表しました。
・各チームのダンスと学習発表会用の５年生全員で踊るダンスを発表しました。 発表の後，菅原先生からダンス
を見ての感想と学習発表会に向けて更なるアドバイスをいただきました。

児童の発表を見て，菅原先生から児童へのメッセージ

・「はじめは，ダンスと文字甚句がミックスできるのかな？と思っていたけれど，みんな綺麗に踊ってくれていた
のでよかったと思います。お月さまの形もきれいに描けていました。」
・「文字甚句の所作の手を下に振り下ろすところは，手を下げるのと同時に顔も下に向いてしまっているので，
顔はしっかりと正面を向くようにしましょう。」

【活用教材など】

ダンス音源CD

【授業の様子】

菅原先生にダンスを披露する児童

学習の流れ



⑦文字甚句についての学習を深める ４日目

＜授業の概要＞

・文字甚句の歌詞を通して，地域について学びました。

＜詳細＞

・文字甚句の歌詞から文字甚句の更なる深堀りをすることで，文字地区の歴史や文化を児童に伝えました。ま
た，文字甚句の踊りの所作についても，大切なところを再度確認をしました。

・この学習では，菅原先生とNSSA事務局との対話形式で学習を進めていきました。

【活用教材など】

文字甚句の学習台本，文字甚句の歌詞，文字甚句の歴史についての文献

【文字甚句の歌詞】 【文字甚句の学習台本】

【文字甚句にいての深堀りで児童に伝えたこと】
＝文字甚句の歌詞について＝

１．歌詞が１２番まであること
２．地域の伝統芸能や特産品など文字地区が誇る魅力が詰まった歌詞であること
→栗駒山や，炭など文字地区を代表するものが入っていること。
炭は社会の時間に学習した伝統工芸品である正藍染めにも欠かせないものだということ。

３．菅原先生が好きな１２番目の歌詞
→文字甚句の所作に出てくる月は，歌詞の１２番目にある月を表していること
→１２番の歌詞は，６番目，８番目までしか踊らなくても，最後は必ず１２番目の歌詞で締めくくるため，踊り
には必ず出てくる歌詞。
「月が出るまで楽しく踊りましょう。そして楽しく踊った次の日は，星が出る夜までしっかりと働きましょう。」
というメリハリがあり潔い歌詞。

＝文字甚句の所作について＝

・菅原先生が大切にしている所作について（再確認）
→栗駒山を表現している山の頂をしっかりと形にすること，月も丸くきれいに形づくること。

＝文字甚句はどんな時に踊られていたのか＝

１．農家の人たちの娯楽として踊り親しまれており，祭りごとなどでも盛んに踊られていたこと。
２．旧文字小学校の運動会では，全校生徒で踊っていたこと。
→全校児童で踊った後は，両親，おじいちゃんおばあちゃん，地域の方も一緒に踊っていたこと。それだけ
地域の方が愛している踊りだったということ。

学習の流れ



⑦文字甚句についての学習を深める ４日目

＝児童からの質問＝

Q.文字甚句は誰が作ったのですか？

A.菅原信一さん

Q.１番の歌詞に細倉鉱山と書かれていますが，この歌詞が作られた頃は細倉鉱山はあったのですか？
（→現在は閉山しているため）

A.歌詞が作られたころは鉱山は稼働していました。

→鉱山の話題を広げ，今のマインパークのところが細倉鉱山だったこと。
今から５０年程前は鉱山の最盛期で，各地から人が集まり，町には映画館や大きなスーパーマーケットも
あり，繁華街があった。人口も今と比べ物にならないほど多かった。

Q.文字甚句の音楽を作った人は誰ですか？

A.踊りを作った人と同じ，菅原信一さんです。

→踊りを作った人から話題を広げ，菅原さち先生の親戚（義理のおばあさんのお兄さん）が菅原信一さんで
あること，菅原さち先生の一族は，文字甚句を継承している家系であること。
クラスの中にも文字甚句を継承している菅原先生の親族が２名もいることが分かり，盛り上がりました。

【授業の様子】

菅原先生から話を聞きより学びを深める児童

【児童のワークシートへの記述内容紹介】

Q.文字甚句の学習を通して，自分たちが住む町や，地域のことについて，新しく発見したことを書きましょ
う。

A.・文字甚句は，文字の名産品が歌詞に書かれていました。
・文字甚句をおどったら家族の笑顔がふえたことです。
・菅原信一さんが文字甚句を作っていることが分かりました。
・細倉鉱山は昔からあることが分かりました。
・文字甚句は文字での楽しみだということが分かりました。

学習の流れ



⑧今までの学習を振り返り，学んだことをまとめる ４日目

＜授業の概要＞

・担当教諭の主導で，ワークシートをもとに今までの学習を振り返り，まとめました。

＜詳細＞

・教室に移動し，ワークシートに沿って学習のまとめをしました。

【活用教材など】
ワークシート

【児童のワークシートへの記述内容の紹介】

Q.地域の方に文字甚句を教わったり，一緒にダンスを作ったりする中で心に残っていること，感じたことを書き
ましょう。

A.・まちがっても，最後まで，おどれたので良かったです。
・さち先生やゆっきーやしゅん先生と楽しくおどれた。
・ダンスに文字甚句をとりいれると，とても楽しくなりました。
・さちさんや，ゆっきーやしゅんせんせいに教えていただいて，とても楽しくおどれた。
・２つをがったいしたダンスは，いつもより楽しくなるところが，心にのこっています。
・みんなで，かけ声を言ったり，てびょうしをすることです。

Q.授業全体を通して，一番楽しかったこと，心に残っていること，自分が一番頑張ったことを書きましょう。

A.・グループのみんなで協力して練習するのが楽しかったです。
・グループごとに発表する時やみんなでダンスを踊る時が楽しかったです。
・しっかりミックスしたのがおどれてたのしかった。
・先生たちといっしょにおどるところが一番楽しかったです。
・がんばったことは，まちがえても，笑顔で踊って，見ている人にも，楽しくしてあげられたと思います。
・かけ声や手びょうしをがんばりました。一番心に残っていることは，ダンスがとても好きになったことです。

学習の流れ



⑨学習発表会で発表！ ５日目

＜授業の概要＞

・学習発表会で発表しました。

＜詳細＞

・５年生全員が一丸となり、学習発表会で文字甚句とリズムダンスをミックスしたダンスを発表しました。

【活用教材など】

ダンス音源CD、文字甚句の音源CD、文字甚句の衣装

【学習発表会の様子】

創作したリズムダンスを発表しました

衣装を着て文字甚句を踊りました

学習の流れ



＜担当教諭の所見＞

本校では、総合的な学習の時間を中心に，地域の歴史や文化について体験的に学んでおり，４年生は白鶯太鼓，
５年生は文字甚句に取り組んでいます。また運動が好きな児童が多く，ダンスなどの表現運動にも喜んで取り組んで
います。私が６年生で取り組んだ表現運動の授業でも，テーマに合った表現を男女問わず意見を出し合い，積極的
に創作活動に取り組むことができました。
今回の踊育プログラムでは，伝統的な踊りがリズムダンスと融合することによって，新しい文字甚句が生まれました。
甚句とリズムダンスをミックスしたらどんなものが出来上がるのか，最初はなかなかイメージできませんでしたが，何回
かの授業を経る中で，見事にまとまっていく過程は大きな驚きでした。講師の先生方に褒められ励まされながら，試
行錯誤を繰り返していく中で，子供たちのアイディアは一つのダンスになっていったのです。
踊っている子供たちの生き生きとした表情や動きには，自分たちでつくった新しい文字甚句を踊る喜びと一つのも
のを作り上げた達成感があふれていたように感じます。

＜NSSA事務局の所見＞

・学習発表会を目指す過程の中で，本プログラムを活用いただきました。
・プログラム実施前に文字甚句，文字地区のことについての学習を進めていらっしゃいましたので，今回の取り組み
では，文字甚句のおさらいをする時間（菅原先生に対して文字地区，文字甚句の学習のまとめを発表する時間）も
作りました。
・児童が事前に調べたことに加え，菅原先生から文字甚句や地域のことについて新たな事実を話していただくことで，
児童の好奇心が刺激され，学習意欲が高まったように感じました。
・過去の実施校の先生より，｢事前に踊りの学習をしておくことで，本プログラムの学びを更に深めることもできるので
はないか。｣とのご意見もいただいておりましたので，今回の取組でその検証もすることができました。

・プログラムを実施いただく前の打合せでは，文字甚句の伝統や大切な要素を弯曲して伝えてしまわないか，文字
甚句を指導いただく菅原先生の理解を得られるのかという不安をお持ちでしたが，プログラムの趣旨をご説明の上，
菅原先生にもご理解いただいたことで，不安を解消していただきました。

・鴬沢小学校では毎年５年生が文字甚句の踊りを学ぶことになっていましたが，踊りの歴史についての詳細や歌詞
についての詳細を指導者の方からお話を聞く時間は授業時間の都合上，できていなかったとのことでしたので，
今回の取組を通じて，より一層文字甚句が地域と結び付いた踊りであるということを学んでいただけたのではないか
と思います。

・文字甚句の指導者の菅原先生と児童の交流は本プログラム実施前からありましたが，今回の取組でより距離が近
付いたのではないかと思います。

・チームを組み，文字甚句とリズムダンスをミックスする取組では，児童同士が意見を出し合い，コミュニケーションを
活発に取りながら発表会を目指して作品づくりを進めることができました。
・児童に馴染みがあるアップテンポの音楽を用いることで，文字甚句の学習にもより楽しみながら取り組むことができ
たのではないかと思います。
・リズムダンスとのミックスの際には，文字甚句の代表的な所作を入れることで文字甚句の大切な所作を改めて確認
することができ，児童にとっては印象深い取組になったかと思います。
・今回の取組では，発表の際の挨拶やリズムダンスから文字甚句の所作へ入る際の掛け声を全てリーダーが担当し
ていましたが，“掛け声係”や話合いの内容を記録する“書記係”などの役割に分け，全ての児童に一定の役割を
分担することで，チームの中で役割を「はたす」ということをより明確に自覚させることができたのではないかと思い
ました。

まとめ


